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ヘルパンギーナ

【待合室掲示用】
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けんこう情報
大阪府医師会発

　夏風邪の一種であるヘルパンギーナは小さな子ど
もに多く発病します。真夏に高熱が出たときには、
脱水症状などに気を付けてあげるようにしましょ
う。

●ヘルパンギーナとは？
　夏風邪の一種で、１～２歳の幼児に多く発病しま
す。６月から10月にかけて発病しますが、特に７
月、８月の真夏に多く起こります。
　ウイルス（コクサッキーＡ群が多い）が原因で、
ウイルスを持った人の便や鼻水、唾液などに触れた
り、それらがついたものに触れることによって感染
し、発病します。このウイルスに効く特効薬はあり
ませんが、安静にしていれば約１週間で回復します。
　入院するほどの重い症状が起こることはほとんど
ありませんが、まれに髄膜炎や脳炎、ポリオ様のま
ひが起こる場合がありますので、注意が必要です。

●ヘルパンギーナの症状は？
　２～４日間の潜伏期間を経て、突然38～40℃ほど
の高熱を出し、それと同時か少し遅れてのどの奥の
粘膜が赤くなり、発疹が出ます。初期には散在性の

白色あるいは灰白色の丘疹、後に浅い潰瘍が出現し
ます。発疹は１～２㎜程度の小さなもので、10個前
後とさほど多くはありませんが、かなり激しく痛み
ます。
　また食欲不振や頭痛、腹痛
や嘔吐、熱性けいれんを起こ
すこともあります。熱は１～
４日ほどでおさまり、発病か
ら１週間程度で他の症状もな
くなります。

●いつから登園・登校が可能になりますか？
　熱が下がって、食事もできて元気になれば可能で
す。

●夏に高熱が出たときには
　暑い夏の季節に高熱が出ると汗を大量にかくこと
になります。脱水症状には十分注意し、スポーツド
リンクなどでこまめに水分補給をするようにしてあ
げましょう。また衣類はひんぱんに取り替えるよう
にします。
　熱が高い場合には、体力を消耗するおそれがあり
ますので入浴は控えたほうがよいでしょう。
　ただし子どもは新陳代謝が激
しいので、熱いお湯でタオルを
しぼり、全身を拭いて清潔にし
てあげましょう。

真夏に高熱が出るヘルパンギーナ
脱水症状に気を付けてあげましょう。


